
共
同
住
宅
に
お
け
る

灯
油
の
保
管
方
法
に
つ

い

て

側

締防ギ
輯
急
僻

小

林

恭

次

は
じ
め
に

１
　
調
査
研
究
の
方
法

２
　
共
同
住
宅
に
お
け
る
灯
油
の
利
用
、
保
管
の
実
態

２
１
１
　
寒
冷
地
の
共
同
住
宅
と
灯
油
の
利
用

２
１
２
　
全
国
諸
都
市
に
お
け
る
灯
油
の
利
用
と
保
管
の
実
態

Ｉ
　
共
同
住
宅
に
お
け
る
灯
油
の
利
用
実
態

Ｉ
　
灯
油
の
保
管
容
器
、
保
管
量（秘
　
９
月
号
掲
載
）

Ｈ
　
灯
油
の
保
管
場
所
と
パ
ル
ヨ
ニ
ー
の
利
用

（切
　
１０
月
号
掲
載
）

２
１
３
　
共
同
住
宅
の
事
故
、
火
災
事
例

Ｉ
　
共
同
住
宅
の
パ
ル
ヨ
ユ
ー
に
保
管
さ
れ
た
灯
油
か
ん
に
関
係
す
る
火
災
事

例保
管
灯
油
が
延
焼
媒
体
と
な

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
耐
火
造
共
同
住
宅
の
火
災

は
多
く
は
な
い
。

別
表
１
８
の
３
例
は
、
保
管
灯
油
が
延
焼
媒
体
と
な

っ
た
疑
い
が
あ
る
。

火
災
の
う
ち
、
比
較
的
火
災
規
模
も
大
き
く
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
提
起

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

３
例
と
も
パ
ル
コ
ニ
ー
に
保
管
さ
れ
た
灯
油
ポ
リ
タ
ン
ク
を
燃

焼

し
、
①

は
、
上
階
及
び
隣
接
住
戸
パ
ル
ヨ
ニ
ー
に
、
②
、
③
は
下
階
に
延
焼
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
火
災
が
提
起
し
た
問
題
点
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

灯
油
ポ
リ
タ
ン
ク
を
は
じ
め
、
洗
濯
物
等
、
パ
ル
コ
ニ
ー
の
可
燃
物
量
と
延

焼

（、ハ
ル
ヨ
ニ
ー
に
は
、
灯
油
の
保
管
容
器
や
洗
濯
物
、
ふ
と

ん
、　
ほ
う

ヱヱヱ
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③京都市共同住宅火災

1京 都市君

置いてあった灯油ポリ容
器 2個 (k丁油計5彰入り)
祭系幌せiM唇鶴苫街解侶
が流出、排水塩 ビパイプが流出、排水塩ビパイプ
を燃焼させたため、火の
ういた灯油がこれを伝っ
て順次下階へ流れてい

是i播牙堂導巻流R特
のである。

―延耽状況
1督鑑密葺沓骨をF者るな13糧宗

別表-8 共同住宅の灯油かんに関係する火災事例

たもので、出火室に家具 1油ポリ容器一行を燃や
什器類が多量に収納され |し、流出した灯油が排水を禄揮省筈景指奨堅島納遠と深ゲンを患杷!ミ暫介

火住戸を全焼するととも
に、上階の1戸に延焼し
て全焼し、さらに、隣接
住戸のパルヨニーを焼い
たものである。

1昭和53年5月 14日

1東京都足立区

こ発畜だ率文こを衆ヱセ|た演奔奄ぞぁづ先晶ラ舟

き
、
ポ
リ
バ
ヶ
ツ
等
の
掃
除
用
具
な
ど
、
通
常
か
な
り
の
可
燃
物
が
存
在
し

て
お
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
ポ
リ
タ
ン
ク
が
燃
焼
す
る
と
、
上
階
延
焼
の
危

険
性
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
共
同
住
宅
の
延
焼
火
災
は
少
な
い
が
、
危

倶
さ
れ
る
の
は
パ
ル
ヨ
ニ
ー
か
ら
の
延
焼
で
あ
ろ
う
。）

・
パ
ル
ヨ
ニ
ー
の
排
水
塩
ビ
管
の
燃
焼
に
よ
る
下
階
延
焼

・
手
す
り
の
材
質

　

（基
町
ア
パ
ー
ト
火
災
で
は
、
手
す
リ
ア
ク
リ
ル
板
が
熔

融
落
下
し
た
。
直
接
の
延
焼
原
因
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ひ
と
つ
の
危
険

要
因
で
は
あ
る
。）

以
上
の
よ
う
に
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
保
管
灯
油
が
燃
焼
し
た
場
合
、
パ
ル
コ
ニ

ー
の
洗
濯
物
等
の
可
燃
物
に
よ
っ
て
延
焼
す
る
可
能
性
が
比
較
的
高
い
が
、
延

焼
火
災
が
軽
微
な
も
の
と
な
る
か
重
大
な
も
の
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
種
々
の

要
因
が
介
在
し
て
い
る
。
危
険
要
因
の
中
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
現
代
生
活

の

一
面
で
あ
り
、
危
険
要
因
の
安
全
管
理
が
災
害
を
未
然
に
防
止
し
て
い
る
と

い
う
側
面
も
あ
る
。
灯
油
保
管
に
関
し
て
は
、
安
全
管
理
が
居
住
者
の
手
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
て
い
る
現
在
、
火
災
事
例
の
少
な
さ
か
ら
、
居
住
者
の
管
理
レ
ベ
ル

の
高
さ
が
伺
え
る
。

３
　
灯
油
を
火
源
と
し
た
燃
焼

の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

ョ
ン

パ
ル
コ
ニ
ー
で
灯
油
が
燃
え
た
場
合
に
、
上
下
階
に
延
焼
す
る
可
能
性
の
あ

る
こ
と
は
、
火
災
事
例
か
ら
も
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
特
に
危
惧
さ
れ

る
の
は
、
各
階
の
パ
ル
ヨ
ニ
ー
に
に
か
れ
た
灯
油
行
を
延
焼
媒
体
と
し
て
１
棟

企
体
が
炎
上
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ

る
の
か
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら
、
ど
ん
な
対
策
を
離
ず
れ
ば
よ
い
の
か

を
検
討
す
る
た
め
、
耐
火
造
共
同
住
宅
の
パ
ル
コ
ニ
ー
に
お
か
れ
た
保
管
容
器

ヱ=2



内
の
灯
油
が
何
ら
か
の
原
因
で
着
火
し
た
場
合
の
、
上
昇
気
流
の
温
度
プ

ロ
フ

ィ
ル
、
速
度
プ

ロ
フ
ィ
ル
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
こ
で
は
、
灯
油
の
保
管
容
器
か
ら
の
流
出
量
は

一
容
器

（１８
彰
未
満
）
と

し
て
、
こ
の

一
部
が
パ
ル
コ
ニ
ー
の
床
に
こ
ば
れ
て
燃
え
た
場
合
の
比
較
的
早

い
時
間
ま
で
の
間
の
熱
気
流
と
臨
射
に
つ
い
て
ヨ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。

０
　
火
災
気
流
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

火
災
気
流
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
っ
て
は
、
流
』
灯
油
の
量
を

危
険
サ
イ
ド
に
お
け
る
燃
焼
時
間
の
関
数
、
す
な
わ
ち
、
バ
ル
ヨ
ニ
ー
の

床
面
積
が
８
０
０
℃
の
温
度
を
保

っ
て
い
る
時
間
の
関
数
と
み
な
す
こ
と

と
し
た
。
対
流
は

ま
８
３
■
２
り【げ
Ｆ
と
み
な
し
、
ま
た
、
外
部
の
気
圧

分
布
は
温
度
に
置
き
換
え
、
２
次
元
で
近
似
し
て
非
定
常
の
流
れ
の
基
礎

方
程
式
か
ら
流
れ
の
プ

ロ
フ
ィ
ル
を
求
め
た
。

ま
た
、
境
界
条
件
は
断
熱
条
件
を
用
い
て
近
似
す
る
と
と
も
に
、
風
は

吹
い
て
い
な
い
も
の
と
し
、
バ
ル
ヨ
ニ
ー
の
フ
ェ
ン
ス
は

一
応
な
い
も
の

と
し
て
計
算
し
、
上
階
パ
ル
ヨ
ニ
ー
に
置
か
れ
て
い
る
ポ
リ
タ
ン
ク
の
灯

油
の
着
火
危
険
性
を
検
討
し
た
。

用
い
る
基
礎
方
程
式
は
、
次
の
と
お
り
と
し
、
境
界
条
件
は
図
１
８
の

と
お
り
と
し
た
が
、
解
析
の
過
程
は
省
略
す
る
。

図
１
９

（
ａ
、
ｂ
、　
こ

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
火
災
発
生
後
２

・
５
分
、

４
分
、
８
分
の
数
値
計
算
に
よ
る
温
度
の
等
温
度
図
を
示
し
た
。
又
図
―

１０

（
ａ
、
ｂ
、　
こ

に
は
、
図
１
９
に
対
応
す
る
気
流
の
等
流
れ
関
数
値

練
図
を
示
し
た
。
更
に
図
―
「

（
ａ
、
ｂ
）
に
は
２

・
５
分
及
び
４

・
０

分
の
風
速
ベ
ク
ト
ル
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
図
表
よ
り
、
火
災
発
生
後
４

１
５
分
で
は
上
階
テ
ラ
ス
の
端
の
火
熔
は
、
７
０
０
℃
以
上
に
達
し
て
い

る
こ
と
、
風
速
ベ
ク
ト
ル
図
か
ら
も
天
丼
面
を
な
め
て
床
面

へ
と
気
流
が

流
れ
、
時
間
が
経
過
す
る
に
従

っ
て
、
上
階
テ
ラ
ス
の
温
度
が
■
昇
す
る

図-8 計算領域と境界条件
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図-10(a)流 れ問数
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こ
と
な
ど
が
判
る
。

こ
れ
ら
の
事
柄
よ
り
４
１
５
分
以
降
に
お
い
て
、
上
階
バ
ル
ヨ
ニ
ー
で

の
保
管
灯
油
の
置
き
場
所
に
よ

っ
て
は
延
焼
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

②
　
火
炎
か
ら
の
幅
射
に
よ
る
灯
油
保
管
容
器
の
温
度
上
昇
の
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

↓コ
ン

火
災
階
上
階
の
バ
ル
ヨ
一一
―
に
置
か
れ
た
ポ
リ
タ
ン
ク

（以
下
試
料
と

呼
ぶ
）
が
熱
輻
射
を
受
け
、
試
料
の
温
度
が
上
昇
し
、
ポ
リ
タ
ン
ク
中
の

灯
油
が
発
火
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
幅
均、‐

ェ
ネ
ル
ギ
ー
の
式
か
ら
検
討

し
た
。

対
流
に
よ
る
熟
伝
達
の
影
響
も
無
祝
で
き
な
い
が
、
０
の
結
果
が
示
す

と
お
り
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
室
内
側
の
熱
気
流
の
温
度
分
布
は
高

々
ｌ
ｏ
ｏ

℃
で
あ
る
た
め
、
幅
射

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
試
料
の
温
度
上
昇
が
延
焼
の

主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

検
討
の
た
め
に
用
い
た
基
礎
方
程
式
は
、
図
１
１２
の
よ
う
な
モ
デ
ル
の

も
と
で
、
福
射

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
式

０
（ｐｌｌたド”的し」
（自丁岸―自百じ　ａ∽　、∽

ｒ
‥
点
Ｐ
と
点
Ｌ
と
の
距
離

ψ
‥
火
焔
面
の
放
線
方
向
ベ
ク
ト
ル
と
点
Ｐ
、
点
Ｌ
と
で
は
さ
む
角

び
‥
ボ
ル
ツ
マ
ン
係
数

ｃ
‥
放
射
係
数

温
度
変
化
の
式

ヽ
つ
＝
Ｂ
ｏ
円、
弓
く
、
市

ｍ
‥
試
料
の
質
量

ＣＰ
‥
試
料
の
比
熱

灯
‥
試
料
の
温
度
変
化

と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
、
火
焔
か
ら
の
幅
射

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
試
料

の
単
位
時
間
当
り
に
上
昇
す
る
温
度
ヽ

（
均
私

―

均
子

じ

、『

Ｆ
末
キ
【
Ｈ
‐‐
、中

Ｆ
京
上
十
ふ
す
い
”
、
市
、
り
一
中
一
一

ａ

よ

　

ヽ

Ｎ

（
ヽ
的
十

ミ
〕
十

Ｎ
じ
品
‐

を
導
い
た
。

解
析
過
程
は
省
略
す
る
が
、
図
１
１３
に
、
火
災
階
上
階
の
テ
ラ
ス
の
床

図-11(a)風 遠ベクトル分布
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・火昭面の十i意のⅢPrx,。,z)の,ょ度TP(z,|)■Pを包囲
する徹小面積ds=dx dz
・試料 L(。,2,。)のi出度Tし(t)
・ヽ :テ ラスの高さ.2d:テ ラスの長さ, 0:テ ラスの幅

図-13 火災火胞の温度
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ポ
一
〓
一
Ｇ

革

ヤ

ッ
ト
し
た

か
ら
天
丼
ま
で
に
対
す
る
火
熔
の
温
度
分
布
を
時
間
毎
に
プ

ロ

図
を
示
す
。

ま
た
、
輌
射
に
よ
る
試
料
の
温
度
変
化
を
、
輛
射
係
数
ｃ

（０

・
５
、

０

，
７
、
０

・
９
）
と
試
料
の
パ
ル
ヨ
ニ
ー
端
部
か
ら
の
距
離
彰

（１

・

ｌ
ｍ
、
１

・
６
ｍ
）
に
つ
い
て
、
図
１
１４
に
示
し
た
。

ポ
リ
タ
ン
ク
の
融
点
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
あ
る
が
、
そ
の
成
分
で

あ
る
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ
ン
の
軟
化
点
は
１
ｌ
ｏ
１
１
４
０
℃
、
融
点
は
１
６

０
１
１
７
０
℃
、
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
の
融
点
は
２
３
０
℃
で
あ
る
。
ま
た
、

璃
射
係
数
・
に
つ
い
て
は
、
０

・
９
は
黒
体
で
あ
り
、
市
販
の
ポ
リ
タ
ン

ク
は
お
よ
そ
０

・
５
１
０

・
６
程
度
と
思
わ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
上
階
バ
ル
コ
ニ
ー
の
ポ
リ
タ
ン
ク
及
び
灯
油
の
延
焼
危
険

を
考
え
る
と
、試
料
の
危
険
温
度
を
き
び
し
く
１
５
０
℃
程
度
に
と
れ
ば
、

バ
ル
ヨ
ニ
ー
幅
１

，
ｌ
ｍ
で
は
、
６
１１
０

・
７
で
４
・
５
分
、　
ｃ
＝
０

。

５
で
６
分
、
パ
ル
コ
ニ
ー
幅
１

・
６
ｍ
で
は
、
ｃ
＝
０

・
７
で
５

・
５
分
、

一
ｐ

一
饗

華

Ｇ

窯

キ

ｃ
＝
０

・
５
で
７

・
５
分
と
い
う
値
と
な
る
。
ま
た
、
８
分
後
で
は
、
バ

ル
ヨ
ニ
ー
幅
１

・
ｌ
ｍ
で
は
、
●
＝
０

・
７
で
２
６
４
℃
、
●
＝
０

・
５

で
１
９
３
℃
、
パ
ル
ヨ
ニ
ー
幅
１

・
６
ｍ
で
は
、
ｃ
＝
０

，
７
で
２
２
０

℃
、
●
＝
０
・
５
で
１
６
７
ｉＣ
と
な
り
、
奥
行
の
な
い
パ
ル
ヨ
ニ
ー
や
熱

吸
収
性
の
高
い
ポ
リ
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
若
火
の
可
能
性
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
パ
ル
コ
ニ
ー
で
灯
油
が
燃
え
た
場
合
、
上
階
バ
ル
ヨ
ニ

ー
の
ポ
リ
タ
ン
ク
が
熱
隔
射
で
燃
焼
す
る
危
険
性
は
、パ
ル
ヨ
ニ
ー
の
幅
、

パ

ル
コ
ニ
ー
上
の
ポ
リ
タ
ン
ク
の
位
置
や
ポ
リ
タ
ン
ク
の
色
、
仕
上
げ
等

に
よ
っ
て
異
な
り
、
下
階
の
流
出
灯
油
が
燃
え
て
か
ら
５
分
以
降
、
８
分

後
に
は
危
険
性
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

な
お
、
熱
幅
射
に
つ
い
て
は
、
ポ
リ
タ
ン
ク
に
鉄
板
や
厚
い
ベ
ニ
ヤ
板

（・２
剛
程
度
）
を
１
枚
た
て
か
け
る
だ
け
で
、
効
果
は
大
き
く
、
延
焼
危

険
を
大
幅
に
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

図-14 輻射による試料の温度上昇

9=16口,C=09
9=1 lm,|=07

2=16口、|=07

2=1 lm,C=05
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図-15 バルコニーにおける灯油保管容器の位置

①開放されたバルコニ
ー(鉄製手すり等)

(例)
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４
　
灯
油
保
管
と
共
同
住
宅

の
安
全
性

共
同
住
宅
の
火
災
事
例
や
燃
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
総
合
し
て
考

え
る
と
、
灯
油
保
管
と
火
災
危
険
に
関
し
て
次
の
結
論
が
え
ら
れ
る
。

・
共
同
住
宅
の
灯
油
火
災
は
、
そ
の
大
部
分
が
燃
焼
器
具
の
欠
陥
や
給
油
時
の

ミ
ス
、
近
く
の
可
燃
物
の
管
理
な
ど
居
住
者
の
不
注
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
で
あ
り
、
保
管
灯
油
が
燃
焼
媒
体
と
な
っ
た
火
災
は
多
く
は
な
い
。

・
火
災
事
例
や
燃
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
パ
ル

コ
ニ
ー
の
灯
油
保
管
容
器
が
燃
焼
し
た
場
合
、
バ
ル
ヨ
ニ
ー
に
お
け
る
可
燃

物
量
に
よ
っ
て
は
、
上
階
及
び
隣
の
住
戸
へ
の
延
焼
が
、
パ
ル
コ
ニ
ー
排
水

管
、
竪
樋
の
材
質
に
よ
っ
て
は
下
階
へ
の
延
焼
が
危
惧
さ
れ
る
。

・
燃
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
バ
ル
ヨ
ユ
ー
で
流
出
灯
油
が
燃
え
た

場
合
、
上
階
バ
ル
ヨ
ニ
ー
に
お
け
る
ポ
リ
タ
ン
ク
の
位
置
や
そ
の
色
い
仕
上

げ
等
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト
腰
壁
の
な
い
開
放
性
の
手
す
り

で
は
、
５
分
以
降
、
８
分
後
に
は
上
階
の
延
焼
が
危
惧
さ
れ
る
。
上
階
に
ふ

と
ん
や
干
し
物
等
の
可
燃
物
が
あ
る
場
合
、
延
焼
危
険
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
灯
油
の
保
管
容
器
を
は
じ
め
、
種
々
の
可

燃
物
が
置
か
れ
、
潜
在
的
な
火
災
危
険
は
存
在
し
て
い
る
が
、
火
災
に
対
す
る

ソ
フ
ト
な
対
応
に
よ
っ
て
安
全
性
は
保
持
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
い

え
る
。

従

っ
て
、
灯
油
の
保
管
位
置
は
、
第

一
義
的
に
は
室
内
の
着
火
危
険
の
な
い

場
所
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
バ
ル
ヨ
ニ
ー
以
外
に
保
管
場
所
が
見
当
た
ら

な
い
場
合
に
は
、
パ
ル
コ
ニ
ー
上
の
着
火
燃
焼
を
防
止
す
べ
く
、
以
下
の
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

①
　
灯
油
の
保
管
容
器
に
対
す
る
指
導

・
ポ
リ
タ
ン
ク
か
ら
金
属
製
の
灯
油
か
ん
へ
変
更
す
る
。

・
ポ
リ
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
場
合
は
、
熱
反
射
の
大
き
い
も
の

（暖
色
系
の

表
面
仕
上
げ
）
と
す
る
。

②
　
灯
油
保
管
容
器
の
簡
易
シ
ー
ル
ド
の
設
置
の
指
導

ポ
リ
タ
ン
ク
に
ベ
ニ
ヤ
板

（厚
さ
１２
皿
程
度
）
を
１
枚
た
て
か
け
て
お
く

だ
け
で
、
延
焼
危
険
は
大
幅
に
低
減
す
る
。
鉄
板
、
不
燃
、
難
燃
ボ
ー
ド
な

ど
に
よ
る
ポ
リ
タ
ン
ク
の
衛
易
シ
ー
ル
ド
化
Ｌ
字
型
の
２
面
シ
ー
ル
ド
な
ど

を
推
進
す
る
。

③
　

ハヾ
ル
ヨ
ニ
ー
上
の
保
管
位
置
の
指
導

保
管
位
置
を
指
定
す
る
に
際
し
、
延
焼
危
険
の
少
な
い
こ
と
、
避
難
障
害

と
な
ら
な
い
こ
と
、
日
常
生
活
に
お
い
て
支
障
と
な
ら
な
い
こ
と
が
要
件
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

・
原
則
と
し
て
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
居
室
側
端
部
が
適
当
な
場
所
で
あ
る

（外

壁
面
か
ら
離
す
）

・
パ
ル
コ
ニ
ー
の
手
す
り
部
分
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
で
完
全
に
遮
閉
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
側
に
置
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

現
実
の
パ
ル
コ
ニ
ー
の
形
状
に
照
ら
し
て
、
安
全
な
場
所
を
指
導
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
参
考
例
を
図
１
１５
に
示
す
。
パ
ル
コ
ニ
ー
の
ど
こ
に
置
く
に

し
て
も
、
ポ
リ
タ
ン
ク
を
有
効
に
シ
ー
ル
ド
し
て
お
く
こ
と
は
、
延
焼
防
止

上
大
き
な
効
果
を
持
つ
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

ま
た
、
パ
ル
ヨ
ニ
ー
に
お
け
る
灯
油
の
安
全
保
管
の
指
導
と
と
も
に
、
火

災
時
に
お
け
る
パ
ル
ヨ
ユ
ー
上
の
ふ
と
ん
や
洗
濯
物
等
の
可
燃
物
の
撤
去
を

居
住
者
に
厳
守
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（お
わ
り
）
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